
　
◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
先
進
都
市
に
学
ぶ

　

吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
協
議
が

徐
々
に
動
き
だ
す
な
か
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
６
月
23
日
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
導
入
の
先

進
都
市
で
あ
る
富
山
市
の
森
雅

志
市
長
を
招
き
、「
公
共
交
通

を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
。
吉
備
線
の
沿
線
住
民

ら
約
２
２
０
人
が
傾
聴
し
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
化
に
よ
る
総
社
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。

　

富
山
市
は
、
吉
備
線
と
同
様
、

平
成
15
年
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
Ｌ

Ｒ
Ｔ
化
の
構
想
を
示
し
た
富
山

港
線
を
、
平
成
18
年
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ

化
し
た
都
市
。
森
市
長
は
講
演

で
、
人
口
減
少
と
高
齢
社
会
に

対
し
「
住
宅
地
の
拡
散
を
防
ぐ

こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
し
、
公

共
交
通
の
活
性
化
を
目
標
に
掲

げ
、「
積
極
的
な
公
費
投
入
」、

「
沿
線
地
域
へ
の
居
住
促
進
」、

「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
を

３
本
柱
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
た

富
山
流
の
政
策
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
効

果
に
つ
い
て
は
、

「
市
街
地
に
出

る
高
齢
者
が
増

え
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
変
え

た
。
人
を
集
め

る
ツ
ー
ル
に
な
り
、
経
済
に
も

良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と

述
べ
、
車
に
頼
ら
な
い
公
共
交

通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
考
え
る

　

講
演
に
引
き
続
き
、「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
」
と

題
し
、
片
岡
総
社
市
長
、
森
富

山
市
長
、
晝
田
眞
三
井
原
鉄
道

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

（
鼎て
い
だ
ん談
時
監
査
役
）
の
３
者
が

鼎
談
し
ま
し
た
。

　

森
市
長
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
よ

る
経
済
効
果
で
税
収
が
増
え
、

そ
の
増
収
分
を
中
山
間
地
域
の

交
通
弱
者
の
対
策
に
充
て
て
い

る
と
紹
介
。
そ
れ
を
受
け
片
岡

市
長
は
、「
総
社
で
は
企
業
誘

致
に
よ
る
経
済
活
性
化
策
が
、

障
が
い
者
千
人
雇
用
と
い
っ
た

弱
者
対
策
に
よ
い
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
両
市
の
政
策
は

弱
者
対
策
と
い
う
意
味
で
目
的

が
同
じ
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
晝
田
社
長
は
経
営
者

の
観
点
か
ら
「
継
続
し
て
い
く

上
で
は
経
営
が
黒
字
で
あ
る
こ

と
が
重
要
。
沿
線
自
治
体
が
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
計
画
の
素
案
づ
く
り

に
向
け
て
動
き
出
す
総
社
市
に

対
し
、
森
市
長
が
「
今
の
日
本

に
は
な
い
発
想
を
取
り
入
れ
て

み
て
は
ど
う
か
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
片
岡
市
長
は
、「
こ
れ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
。
議
論
に
議
論

を
重
ね
、
市
民
か
ら
盛
り
上

が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

雪舟くん お盆休みます
運休のお知らせ
８月 13日㈬～８月 15日㈮
　ご不便をお掛けしますが、ご理解いただきますようお願いいた
します。
　問い合わせ　人権・まちづくり課安全安心係　（☎�８２４９）
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
が

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
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森 

雅
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富
山
市
長

吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
協
議
へ
キ
ッ
ク
オ
フ

ＬＲＴってどんな乗り物？

　ＬＲＴとは、Light	Rail	Transitの略で、低床式車両(Ｌ
ＲＶ ) の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、
定時性、速達性、快適性などの面で優れた特徴を有す
る「次世代の軌道系交通システム」のことです。
　近年、道路交通を補完し、人と環境にやさしい公共
交通として再評価されています。道路交通の円滑化、
低床式車両や電停のバリアフリー化、公共交通のネッ
トワーク化などのメリットがあります。

富山市内を走る「富山ライトレール」（愛称ポートラム）

　５月７日、ＪＲ吉備線のＬＲＴ化の計画素案づくりで合意し、岡山市役
所で共同記者会見をする大森岡山市長と片岡総社市長（写真左から）

総
社
市
・
岡
山
市
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本 

吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
協
議
へ
キ
ッ
ク
オ
フ

　

総
社
市
と
岡
山
市
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
吉
備
線
。
こ
の
吉
備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車

シ
ス
テ
ム
）
化
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
片
岡
市
長
と
岡
山
市
の
大
森
市
長

が
５
月
７
日
、
岡
山
市
役
所
で
ト
ッ
プ
会
談
を
行
い
、
両
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
３
者
を
中
心

に
本
格
的
な
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
、
平
成
15
年

に
構
想
を
発
表
し
た
Ｊ
Ｒ
吉
備

線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
。
５
月
７
日
に

岡
山
市
役
所
で
行
わ
れ
た
、
片

岡
総
社
市
長
と
大
森
雅
夫
岡
山

市
長
の
ト
ッ
プ
会
談
で
、
議
論

の
た
た
き
台
と
な
る
計
画
素
案

づ
く
り
を
、
両
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
３
者
共
同
で
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
で
片
岡
市
長
は
、

「
総
社
市
東
部
の
発
展
を
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
化
に
よ
り
実
現
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
（
合
意
）
が
得
ら
れ

れ
ば
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
、
大
森
市
長
は
、「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
化
は
両
市
の
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
振
興
に
と
っ
て
有
効
。
駅

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
吉
備
線
の
現
状
把
握
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
運
行
計
画
の
検
討
、
需

要
予
測
、
路
線
計
画
・
施
設
計

画
の
検
討
、
概
算
建
設
費
の
算

出
、
事
業
運
営
形
態
の
検
討
、

導
入
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
計
画
素
案
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
今
秋
を
目
途

に
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

人
権
・
ま
ち

づ
く
り
課
安
全
安
心
係
（
☎
�

８
２
４
９
）　
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